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ＳＹＳＭＡＣ ＬＩＮＫ(光) 給電ユニット（形Ｃ□□□□Ｈ－ＡＰＳ０□）の  

予防保全のおすすめ 

 

１． はじめに： 

制御の中核を担うプログラマブルコントローラ（PLC）は、数多くの部品で構成されていますが、その部品は無期限に使

えるものでなく、耐用年数に合せて交換することが必要です。 

万が一、ＰＬＣが故障した場合、システム復旧に多大な時間を費やすとともに、稼働停止による損失を生じることになり

ます。 よって、ＰＬＣの故障を未然に防ぐために、予防保全の検討をお願い致します。 

 

２．給電ユニットの説明 

  光システムの SYSMAC LINK ユニットは、給電ユニット（形 C□□□H-APS ０□）からバックアップ電源の供給を受ける 

  ことができます。これにより、PC の電源が OFF したときや、SYSMAC LINK ユニットが故障したときなどでも、ノードバイ 

  パス機能が働き、システム全体のダウンを防止することができます。 

  ・給電ユニット形式 

給電ユニット形式 対象ＳＹＳＭＡＣ ＬＩＮＫユニット 

形Ｃ１０００Ｈ－ＡＰＳ０１ ＣＶ５００－ＳＬＫ１１、Ｃ１０００Ｈ－ＳＬＫ１１ 

形Ｃ２００Ｈ－ＡＰＳ０３ Ｃ２００ＨＷ－ＳＬＫ１３／１４ 

Ｃ２００ＨＳ－ＳＬＫ１２、Ｃ２００Ｈ－ＳＬＫ１１ 

    

３． 給電ユニット寿命時の動作 

給電ユニットは、ノードバイパス機能を有効にするため、光変換部（光 I/F、光モジュール）へ電源を供給しております。 

給電ユニットからの電源供給は給電ケーブルを接続した時点から常時行われ、ＣＰＵ本体の電源がＯＦＦしても 

光変換部が動作継続します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところが、給電ユニットの電源回路部に使用しているアルミ電解コンデンサが寿命劣化により容量低下すると、 

光変換部へ安定的な電源を供給できないため、通信異常が発生します。 

主な異常現象としては 

  ①ＳＹＳＭＡＣ ＬＩＮＫユニット：ERC_LED（通信部異常）点灯、異常履歴：“0212”通信コントローラ送受信機能停止 

  ②給電ユニットの P/S ランプが暗点灯し、接続したＳＹＳＭＡＣ ＬＩＮＫユニットのノードバイパスが効かない 

     ③データリンクステータスで通信異常ビットがＯＮ、ネットワーク加入ステータスがＯＦＦ    

給電ユニットから給電ケ

ーブルを通して電源供給 

ＳＹＳＭＡＣ ＬＩＮＫユニット内部ブロック図

給電ケーブル 

給電ユニット 
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４． お願い： 

給電ユニットは、光変換部に常時電源を供給しているため、伝送路の安定に大きな影響があります。 

稼動後の年数が経過しているユニットは、是非とも予防保全の検討および実施をお願い致します。 

ちなみに給電ユニットの設計寿命は７年です。 

（時間的な関係は 予防保全時期（推奨交換時期）＜設計寿命＜実力寿命 になります。） 

 

ユニット名称 推奨交換時期 設計寿命 

給電ユニット ５年 ７年 （３０℃ ２４時間運転） 

詳細は、「プログラマブルコントローラ（PLC）の予防保全について」（資料番号：ZYA03-554C）を参照願います。 
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